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わ
が
国
の
が
ん
治
療
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

わ
が
国
の
抗
が
ん
剤
治
療
は
、
が
ん
先
進
国
で
あ
る
米
国
と
比
べ
て
、
抗
が
ん
剤
の
承
認
数
、
承
認
期
間
、
専
門
医
育
成

（
オ
ン
コ
ロ
ジ
ス
ト
等
）
、
研
究
開
発
支
援
体
制
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
と
し
て
の
抗
が
ん
剤
治
療
の
最
優
先
課
題
は
何
か
。

二

同
様
に
遺
伝
子
治
療
、
免
疫
療
法
、
代
替
医
療
の
分
野
に
関
し
て
は
ど
う
か
。

三

中
国
は
国
策
に
よ
り
、
が
ん
の
先
端
医
療
に
重
点
を
置
き
、
近
年
抗
が
ん
剤
と
漢
方
薬
の
併
用
治
療
や
放
射
線
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
照
射
な
ど
の
分
野
で
、
目
覚
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
中
国
で
の
治
験
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
わ
が
国
で
も
抗
が
ん

剤
と
漢
方
薬
の
併
用
治
療
や
放
射
線
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
照
射
な
ど
を
、
早
期
に
導
入
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

四

抗
が
ん
剤
の
早
期
承
認
制
度
が
設
け
ら
れ
た
が
、
併
用
療
法
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
で
承

認
さ
れ
て
い
る
抗
が
ん
剤
一
〇
一
種
類
の
う
ち
三
二
種
類
が
未
承
認
（
二
〇
〇
二
年
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
未
承
認
の
抗

が
ん
剤
の
早
期
承
認
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

五

今
年
四
月
か
ら
、F

O
C
A
L
u
n
it

等
（
が
ん
治
療
に
使
用
す
る
医
療
機
器
）
を
使
っ
た
「
定
位
放
射
線
治
療
」
が
一
部
の

体
幹
部
が
ん
（
初
期
の
肺
が
ん
、
肝
臓
が
ん
）
で
保
険
適
用
さ
れ
た
が
、
今
後
、
他
の
体
幹
部
が
ん
で
保
険
適
用
を
考
え
て

一



い
る
の
は
、
ど
の
部
位
の
が
ん
か
。
そ
れ
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
適
用
さ
れ
る
の
か
。

六
F
O
C
A
L
u
n
it

等
に
よ
る
定
位
放
射
線
治
療
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
保
険
適
用
さ
れ
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
が
ん
患
者
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

七

「
定
位
放
射
線
治
療
」
に
よ
る
体
幹
部
の
が
ん
治
療
は
現
在
、
北
大
付
属
病
院
、
京
大
付
属
病
院
、
東
北
大
付
属
病
院
、

札
幌
医
科
大
付
属
病
院
、
山
梨
大
、
広
島
大
、
癌
研
付
属
病
院
、
都
立
駒
込
病
院
、
防
衛
医
科
大
付
属
病
院
、
北
見
日
赤
病

院
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
が
ん
患
者
が
体
幹
部
定
位
放
射
線
治
療
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
国
内
の
医
療
機
関

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
政
府
と
し
て
は
こ
れ
で
充
分
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

定
位
放
射
線
治
療
は
、
専
門
家
に
よ
る
と
「
取
り
扱
え
る
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
放
射
線
治
療
医
、
技
士
の
絶
対
数
が
足

り
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
取
り
扱
え
る
放
射
線
治
療
医
、
技
士
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

九

定
位
放
射
線
治
療
の
保
険
点
数
は
、
通
常
の
放
射
線
治
療
に
比
べ
て
割
高
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
決
ま
っ
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


